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第 10 条 
市町村は、まち・ひと・しごと創生総合戦略（都道府県まち・ひと・しごと創生総合戦略が定めら

れているときは、まち・ひと・しごと創生総合戦略及び都道府県まち・ひと・しごと創生総合戦略）
を勘案して、当該市町村の区域の実情に応じたまち・ひと・しごと創生に関する施策についての基本
的な計画を定めるよう努めなければならない。 
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２．阿久比町人口ビジョンの位置付け 
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３．阿久比町人口ビジョンの計画期間 
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１．総人口等の推移 

（１）総人口・年齢３区分人口の推移 
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（３）校区別人口の状況 
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資料：住民基本台帳（各年 10月１日現在） 
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資料：住民基本台帳（各年 10月１日現在） 
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①東部小学校区の人口状況 

≢│ 22 2010 ⅛╠ 26 2014 ─ ⌐ ⅜ 1,727 ⅎ⁸

─ ≤ ═ ⇔ↄ ⇔≡™╢↓≤⅜╦⅛╡╕∆⁹ │ ⌐

№╡╕∆⅜⁸ ┘ ⌐≈™≡╙≤╙⌐ ⌐№╢√╘⁸

─ ≤⇔≡│ 26 2014 ≢ 19.0 ≤⌂╡⁸ 24.3 ≤ ═ ™

≤⌂∫≡™╕∆⁹╕√⁸ ≢│ ⌐ ─ ⅜ ⌐ ™ ╩
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資料：住民基本台帳（各年 10月１日現在） 
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②英比小学校区の人口状況 

≢│ ≢│ ⅝⌂ ─ │⌂ↄ⁸╒╓ ┌™─ ≢∆⁹

│ ⌐№╡⁸ │ ⁸ ⌐≈™≡│╒╓ ┌™

⌐№╢√╘⁸ ─ ≤⇔≡│ 26 2014 ≢ 30.2 ≤⌂╡⁸

24. 3 ≤ ═≡ ↄ⁸ ─ ≢ ╙ ⅜ ╪≢™╕∆⁹╕√⁸

─ │ 26 2014 ≢ 12.0 ≤⌂╡⁸ ─ ≢ ╙ ™ ≤⌂∫≡

™╕∆⁹ 
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資料：住民基本台帳（各年 10月１日現在） 

H26 

2014 

1,169 1,173 1,181 1,189 1,187

6,173 6,115 6,001 5,894 5,711

2,497 2,570 2,702 2,846 2,983

9,839 9,858 9,884 9,929 9,881

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H22

2010

H23

2011

H24

2012

H25

2013

H26

2014

0 14 15 64 65



 

11 

1  ˲֥ɑȶɥɱ 

 ʿ ǵ˲֥Ҳׄ 

108

97

87

105

102

104

117

143

151

115

101

115

138

146

100

73

34

25

050100150200

0 4

5 9

10 14

15 19

20 24

25 29

30 34

35 39

40 44

45 49

50 54

55 59

60 64

65 69

70 74

75 79

80 84

85

98

97

94

83

91

117

130

128

114

100

118

97

155

134

110

74

47

70

0 50 100 150 200

③草木小学校区の人口状況 

─ │ ≢ ⇔≡™╕∆⅜⁸ │ 23 2011

─ 2,411 ╩Ⱨכ◒⌐ ⇔⁸ │ ⁸ │ ⌐№╡╕∆⁹ 

─ │ 26 2014 ≢ 62.5 ≤⁸ 59.8 ╟╡ ↄ⁸

≢ ╙ ™ ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 
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資料：住民基本台帳（各年 10月１日現在） 
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資料：住民基本台帳（各年 10月１日現在） 
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２．人口動態の状況 

（１）人口動態の状況 

54 1979 25 2013 ─ ─ ╩╖╢≤⁸ ≈─ ⅜

╖╠╣╕∆⁹└≤≈│ 56 1981 ⅛╠ 59 1984 ╕≢≢⁸↓╣│ 56

⅛╠ ≢ ╦╣√ ⌐╟╢ ⅜ ╕∫√↓≤⅜

≤ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

╙℮└≤≈│ 22 2010 ≢⁸↓╣│ ⌐╟╢ ⌂√─

⌐╟╢╙─≢∆⁹∕╣ ─ │ ─ │№╢╙── ⅝⌂ │╖╠╣

⌂™↓≤⅛╠⁸ ─ ≢ ≤⌂╢ ⌐╟∫≡⁸ ─ ⅜ ⇔≡

⅝√↓≤⅜℮⅛⅜ⅎ╕∆⁹ 
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資料：住民基本台帳 
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（２）自然動態（出生・死亡）の推移 

─ ╩╖╢≤⁸ ⌐≈™≡│⁸ 20 2008 ╕≢ 200 №√

╡≢ ⇔≡™╕⇔√⅜⁸ 21 2009 │ ⌐№╡⁸ 24 2012

⌐│ 300 ╩ ⅎ╕⇔√⁹ ⁸ ⌐≈™≡│⁸ ─ ≤≤╙⌐ ╛⅛⌐

⇔≡™╕∆⁹ 20 2008 ⌐│ 204 ⁸ 212 ≢ 8 ─ ≤

⌂╡╕⇔√⅜⁸∕─ │ ─ ⌐╟╡ 21 2009 │ ≤⌂∫

≡™╕∆⁹ 25 2013 ≢│ 319 ⁸ 236 ≢⁸ ⅜ 83 ╢

≤⌂∫≡™╕∆⁹ 
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資料：住民基本台帳 
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（３）社会動態（転入・転出）の推移 

─ ╩╖╢≤⁸ 10 1998 13 2001 │ ⅜ ╩

╢ ≢⇔√⅜⁸ 14 2002 ⁸ ⅜ ╩ ╢ ⅜ ™

≡™╕∆⁹ ⌐ 22 2010 │ ⅜ ∫≡ ↄ⌂∫≡™╕∆⁹↓╣│

⌐╟╢ ⌂√─ ⅜ ╕∫√↓≤⅜ ≤ ⅎ╠╣╕∆⁹ 25

2013 ≢│ 1,355 ⁸ 959 ≢ ⅜ 396 ∫≡™╕∆⁹↓╣

│⁸ ─ ─ ≢ ⌐ ∆╢ ≢⇔√⁹ 
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資料：住民基本台帳 
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─ ה ╩ ≢╖╢≤⁸ ≤╙⌐ 20 ⅛╠ 30 40ה ≤

∕─ ≥╙≢№╢ ─ ╩ ⌐ ⅜ ↄ╖╠╣╕∆⁹╕√⁸ ≢│ 10

─ ה ─ ⌐╟╢ ⅜╖╠╣╕⇔√⁹40 ⌐≈™≡│⁸
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資料：住民基本台帳移動報告 
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₴ ѩ ˲֥ Ҳ ₳ 25 2013 ₴  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳移動報告 
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（５）地域別の人口移動の状況 

─ ─ ╩ ≢╖╢≤⁸ ≤╙⌐ ⁸ ⅛╠─

⅜ ↄ⌂∫≡™╕∆⁹╕√⁸ ⌐≈™≡│⁸ ≤╙ ⅜ ↄ

⌂∫≡™╢─⅜╦⅛╡╕∆⁹ 

↕╠⌐⁸ 24 2012 ⅛╠ 26 2014 ╕≢─ ┘ ─ ⅛

╠─ ╩╖╢≤⁸ ⅜ 313 ─ ≢ ╙ ↄ⁸ ™≢ ─ 170 ⁸

─ 127 ≢∆⁹ ≢│ ⅜ ⌐⌂╡╕∆ │ 42 ─

⁹ 

᷂Ḣ ѩ ˲֥ Ҳ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：住民基本台帳移動報告 
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Њ ї  

単位：人 

区分 

本町への転入者 本町からの転出者 転 入 
超 過 

(3 年間)  
H24 
2012 

H25 
2013 

H26 
2014 

小 計 
(3 年)  

H24 
2012 

H25 
2013 

H26 
2014 

小 計 
(3 年)  

全 国 1,142 1,228 1, 297 3,667 807 838 837 2,482 1,185 

愛 知 県 988 1,046 1,129 3,163 643 625 677 1,945 1,218 

名 古 屋 市 140 129 152 421 102 111 123 336 85 

知 多 地 域 616 674 704 1,994 407 395 417 1,219 775 

そ の 他 県 内  232 243 273 748 134 119 137 390 358 

県   外 154 182 168 504 164 213 160 537 △ 33 

○周辺市町から本町への人口移動数      ○本町から周辺市町への人口移動数 

ₒ平成 24年 1 月 1 日から           【平成 24年 1 月 1 日から 

  平成 26年 12月 31日までの転入者】      平成 26年 12月 31日までの転出者ₓ   

  

217  

単位：人 

市 町 名 転入超過 

名 古 屋 市 85 

半 田 市 313 

常 滑 市 △ 42 

東 海 市 170 

大 府 市 107 

知 多 市 74 

東 浦 町 127 

南 知 多 町 4 

美 浜 町 10 

武 豊 町 12 
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25 29

３．結婚・出産の状況 
 

（１）未婚者の状況 

─ ─ ה ╩╖╢≤⁸20 ╕≢│ ⅜ ╩

∫≡™╕∆⅜⁸30 ⌐⌂╢≤ ⇔⁸ ⅜ ╩ ╡╕∆⁹

⌐≈™≡╙⁸20 ≢│ ⅜ 60.8 ╩ ╘╕∆⅜⁸30 ≢│ 36.7 ⌐

⇔⁸ ─ 20 30ה ≢№╢↓≤⅜℮⅛⅜ⅎ╕∆⁹ 

╕√⁸ ─ ─ ╩ ⁸ ≤ ∆╢≤⁸ │ ⅜ ™

⅜╖╠╣╕∆⁹ ≢│ 25 29 ⁸30 34 ≤╙⌐ ─ ⅜ ─

╩ 10 ⅝ↄ ∫≡™╕∆⁹ 
 

ỵ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 22（2010）年国勢調査 
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資料：平成 22（2010）年国勢調査 
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資料：愛知県衛生年報 
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４．産業・就労の状況 

 

（１）産業別就業者数の推移 

─ │⁸ ┘ ─ ⅜ ⇔⁸

─ ⅜ ⌐№╡╕∆⁹╕√⁸ ─ ╩ 22 2010 ─
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資料：平成 22（2010）年国勢調査 
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資料：平成 22（2010）年国勢調査（構成割合の合計は端数処理のため 100％とならない場合がある） 
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（２）産業別の就業者数と特化係数 

22 2010 ─ ⌐╟╢ ─ │⁸ ≢│₈ ₉⅜ ╩
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資料：平成 22（2010）年国勢調査 
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（３）産業別の年齢階級別人口割合 

⌂ ⌐ ─ ─ ╩╖╢≤⁸ ↄ─ ≢ 30 ⁸40 ⁸50

─ ≢ ╩ ╘≡™╕∆⅜⁸ ≢│ 70 ⅜ 34.0 ⁸60 69 ⅜ 25.0 ╩

╘╢⌂≥ ─ ⅜ ⌐╖╠╣╕∆⁹ 
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資料：平成 22（2010）年国勢調査（構成割合の合計は端数処理のため 100％とならない場合がある） 
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（４）女性の年齢階級別労働力率の推移 

─ ─ [ ╩ ↄ]⌐ ╘╢

[ ≤ ]─ ╩╖╢≤⁸ ⌐ ═≡⁸ │ ─ ⅜

20 40 ─ ה ה ≡ ⌐ ⅜ ∆╢₈ Ⱪכ◌

₉⅜ ⌐╖╠╣╕∆⁹ 

─ ╩ ⇔ↄ╖╢≤⁸20 24 ≢ 76.2 ≢№∫√ │⁸
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⇔≡™╕∆⁹ ─ ≤ ═╢≤ ─Ⱪכ◌ ⅜╟╡ ↄ⌂∫≡™╢─⅜

╦⅛╡╕∆⁹ 
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資料：平成 22（2010）年国勢調査 
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日本の女性の労働力率を年齢階級別にグラフ化したとき、30 代を谷とし、20 代後半と 40

代後半が山になるアルファベットのＭのような形になることをいう。これは、結婚や出産を
機に労働市場から退出する女性が多く、子育てが一段落すると再び労働市場に参入するとい
う特徴があるためである。なお、国際的にみると、欧米先進諸国では、子育て期における労
働力率の低下はみられない。 

 

 

16.1%

76.2% 73.4%

66.3%

68.2%

75.8%
78.8%

72.3%

61.8%

44.4%

13.6%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

15

19

20

24

25

29

30

34

35

39

40

44

45

49

50

54

55

59

60

64

65



 

26 

 ˲֥ɑȶɥɱ 

 ˲֥ǵᾓ ᾽  
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2.8
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n=857

72.6 9.0

 ˲֥ ᾓ ᾽  

 

１．住民の意識 

₈ ⱦ☺ꜛfiה ₉─ ⌐№√∫≡⁸ ∆╢╕∟≠ↄ╡─

⁸ ה ⌐ ∆╢ ⌂≥⁸ ─ ─ ╩ ⌐▪fi◔כ♩╩

⇔╕⇔√⁹▪fi◔כ♩ ─ ⌂ ╩╖╢≤⁸ ─≤⅔╡≤⌂╡╕∆⁹ 

 

̮  

項 目 内 容 

調査対象 20歳以上の町内に居住する男女 

抽出法 無作為抽出（住民基本台帳より抽出） 

調査方法 郵送法（郵送による配布・回収） 

調査時期 平成 27年５月 

配布数等 配布数：2, 000 有効回収数：857 有効回収率：42.9％ 

留意点 

・比率は百分率（％）で表し、小数点以下２位を四捨五入して算出して
いるため、合計が 100％を上下する場合があります。 
・「複数回答」とある問は、１人の回答者が複数の回答を出してもよい
問のため、各回答の合計比率は 100％を超える場合があります。 

 

（１）まちへの愛着度 

╩₈ ∂≡™╢₉≤ ⇔√ ⅜ 38.5 ≢ ╙ ↄ⁸ ™≢₈≥∟╠⅛≤™ⅎ┌

∂≡™╢₉ 34.1 ⅜ ⅝⁸↓╣╠╩№╦∑√Γ ╩ ∂≡™╢Δ≤™℮ ⅜ 72.6

≤⌂∫≡™╕∆⁹↓╣⌐ ⇔≡⁸Γ ╩ ∂≡™⌂™Δ(₈≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ∂≡™

⌂™₉6.2 ┘₈ ∂≡™⌂™₉2.8 ─ )│ 9.0 ⌐≤≥╕╡⁸ ∂≡╕∟┼─

│ ™≤™ⅎ╕∆⁹ 

↓ 
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（２）今後の定住意向 

₈ ╖ ↑√™₉≤ ⅎ√ ⅜ 49.6 ≢ ╙ ↄ⁸↓╣⌐₈≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ╖

↑√™₉(29.5 )╩№╦∑√ 79.1 ─ ⅜Γ ╖ ↑√™Δ≤™℮ ╩ ⇔≡™╕∆⁹ 

₈≥∟╠⅛≤™ⅎ┌ ╖√ↄ⌂™₉ 6.1 ≤₈ ╖√ↄ⌂™₉ 0.5 ╩№╦

∑√Γ ╖√ↄ⌂™Δ≤™℮ ─ │ 6.6 ⌐≤≥╕╡╕∆⁹ 

 

˹♥ ὑ̮ ׄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

╖ ↑√™ ⌂ ─ │₈ ╛ ⅜№╢⅛╠₉≢⁸ ╩ ⅝ↄ ⇔≡™╕

∆⁹ ™≢₈ ╖ ╣√ ∞⅛╠₉⁸₈ ⅜ ⅛∞⅛╠₉⅜ ⅝╕∆⁹ 

⁸₈ ╛ ⅜ ∞⅛╠₉╛₈ ─ ™ ⅜ ∞⅛╠₉≤™∫√ │

™ ⌐⌂∫≡™╕∆⁹ 
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（３）今後のまちづくりの特色 

₈ ─╕∟₉⅜ ⌐ →╠╣⁸ ™≢₈ ה ─╕∟₉⁸₈

─╕∟₉⁸₈ ה≡ ─╕∟₉⌂≥─ ≤⌂∫≡⅔╡⁸ ─ ╩ ⌐⁸ ה

⁸ ⁸ ה≡ ┼─ ⅜ ™↓≤⅜℮⅛⅜ⅎ╕∆⁹ 

 

˹♥ ᶥ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≢╖╢≤⁸20 40ה 50ה ┘ 80 ≢│₈ ─╕∟₉⁸30

≢│₈ ה≡ ─╕∟₉⁸60 ≢│₈ ─╕∟₉₈ ה ─╕∟₉⁸70

≢│₈ ה ─╕∟₉⅜ 1 ≤⌂╡╕⇔√⁹ 

 

˹♥ Ћ̱ ₴ ѩ ᶥ  

単位：％、上位３位 

 第１位 第２位 第３位 

 全体 
快適住環境のまち 

48.7 

健康・福祉のまち 
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（４）少子化対策に必要な取り組み 

⌐ ⌂ ╡ ╖⌐≈™≡│⁸₈ ≡╛ ⌐ ╢ ─ ₉

┘₈ ⌐⅔↑╢ ≡ ─☻ⱦכ◘ ₉⅜ ╩ ╘⁸ ™≢₈ ≢─ ≤

≡ ─ ╡ ╖─ ₉⅜ ⅝╕∆⁹ 
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（５）結婚について 

─ ⌐≈™≡⁸₈ ₉≤₈ №╡ ₉╩№╦∑√Γ Δ│

17.9 ≤⌂∫≡⅔╡⁸Γ Δ≤ ⇔√ ⌐ ⇔≡™⌂™ ╩√∏⌡√≤↓╤⁸₈

⇔√™≤ ⅎ╢ ⅜™⌂™₉⅜ ╙ ↄ⁸ ™≢₈ ℮ ⁸⅝∫⅛↑⅜⌂™₉⁸

₈ ⌐ │⌂™₉⁸₈ ╩ ℮╒≥─ ⅜⌂™₉⅜ ⅝╕∆⁹╕√⁸Γ Δ≤

⇔√ ─ ⌐ ∆╢ │₈™∏╣ ∆╢≈╙╡₉⅜ 38.6 ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 
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（６）理想と現実の子どもの人数 

≤⇔≡₈ ₉≤ ∆╢ ⅜ ╩ ╘╢ ≢⁸ ≢│₈ ₉

⅜ ≤ ⅝⌂ ⅜╖╠╣╕⇔√⁹ ⌐│₈1 ₉ ∫ ≤™℮ ╙ 13.7

⌐─╓╡ ≤ ═ ™ ⌐⌂╡⁸ ≥╙─ ⌐≈™≡ ≤ ─◑ꜗ♇ⱪ⅜╖

╠╣╕∆⁹ 

╕√⁸ ─ ≥╙─ ╩ ∆╢√╘─ ⌐≈™≡│⁸₈ ≡╛ ⌐⅔

⅜⅛⅛╡∆⅞╢₉ 66.6 ⅜ ╩ ⅝ↄ ⅝ ⇔≡ 1 ⌐ →╠╣⁸ ™≢₈ ≥╙

╩ ↑╢ ⅜ ∫≡™⌂™₉27.7 ⁸₈ ה ─ ה ⌂ ₉ 26.0 ⁸

₈ ≡╩ ↑⇔≡ↄ╣╢ ⅜™⌂™₉ 21.6 ⌂≥─ ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 
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２．人口推計結果の検討 

 

ה ─ ╩ ⌐⁸ ─ ⌂√─

╩ ⇔√ │ ─≤⅔╡≤⌂╡╕∆⁹ 

 

（１）推計シミュレーション① 

 

①基準人口 22 2010  

②将来の生残率 ₈ ─ 24 ₉ ה

⅛╠ ╠╣╢ ─ ה ╩  

③将来の純移動率 42 2030 ╕≢│ 2015 ─ ╩ ⌐⁸2020

╕≢│ 20 ⁸2025 ╕≢│ 10 ⁸2030 ╕≢│ ╩ ╖⁸

42 │ ⅜ ⁹ 

④将来の出生率 │ 2.0 ╩  

⑤将来の０～４歳

性比 

₈ ─ 24 ₉ ה

⌐╟╡ ↕╣√ ─ 27 2015 52 2040

╕≢─ ╩ ─ ≤⇔≡  

⑥推計期間 72 2060 ╕≢ 
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※推計値は 10人単位 
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※年齢３区分割合の合計は端数処理のため 100％とならない場合がある 
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（２）推計シミュレーション② 

 

①基準人口 22 2010  

②将来の生残率 ₈ ─ 24 ₉ ה

⅛╠ ╠╣╢ ─ ה ╩  

③将来の純移動率 ─ ╩ ╕ⅎ⁸ 17 2005 22 2010 ⌐ ↕

╣√ ה ╩ 27 2015 32 2020

⌐⅛↑≡ ≢ ↕∑⁸ 27 2015 32 2020 ─

⌐≈™≡│ ↕∑√ ╩ ≤∆╢ ╩ ™√⁹ 

④将来の出生率 │ 2.0 ╩  

⑤将来の０～４歳

性比 

₈ ─ 24 ₉ ה

⌐╟╡ ↕╣√ ─ 27 2015 52 2040

╕≢─ ╩ ─ ≤⇔≡  

⑥推計期間 72 2060 ╕≢ 
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※推計値は 10人単位 
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※年齢３区分割合の合計は端数処理のため 100％とならない場合がある 
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（３）推計シミュレーション③ 

 

①基準人口 22 2010  

②将来の生残率 ₈ ─ 24 ₉ ה

⅛╠ ╠╣╢ ─ ה ╩  

③将来の純移動率 17 2005 22 2010 ⌐ ↕╣√ ה

╩ 27 2015 32 2020 ⌐⅛↑≡ ≢ ↕

∑⁸ 27 2015 32 2020 ─ ⌐≈™≡│ ↕∑

√ ╩ ≤∆╢ ╩ ™√⁹ 

④将来の出生率 ─ ╩ 37 2025 ╩ 1.6 ≤  

⑤将来の０～４歳

性比 

₈ ─ 24 ₉ ה

⌐╟╡ ↕╣√ ─ 27 2015 52 2040

╕≢─ ╩ ─ ≤⇔≡  

⑥推計期間 72 2060 ╕≢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

37 

 ˲֥ɑȶɥɱ 

 ˲֥ǵᾓ ᾽  

 

˔ ₴ Ӣѝ˲֥  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※推計値は 10人単位 

 

˔ ₴ ӢѝҊֻ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※年齢３区分割合の合計は端数処理のため 100％とならない場合がある 
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（４）推計結果の比較 

╩╖╢≤⁸ 42 2030 ╕≢ ⅜ ↄ ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛ

fiᵑ≢─ ⅜ ╙ ↄ⁸ ⅜ ⇔⁸ ⅜ ∆╢ ◦Ⱶꜙ

≡™⅔⌐fiᵓꜛ◦כ꜠ ⅜ ╙ ⇔╕∆⁹ 

╕√⁸™∏╣─ ≢╙ 14 │⁸ 27(2015)

32(2020) ╩Ⱨכ◒⌐⅔⅔╗⌡ ≢ ⇔⁸ 65 │⁸

52 2040 ⌐ ∆╢ ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※構成比の合計は端数処理のため 100％とならない場合がある 
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３．阿久比町の将来展望 

 

（１）現状分析のまとめ 

─ ╛▪fi◔כ♩ ⌐ ≠ↄ ⅛╠ ↕╣╢ │ ─

≤⅔╡≤⌂╡╕∆⁹ 

 

①人口動向等に関する主な特徴 

【人口動向に関して】 

ợ │ ≢ ⇔≡™╢⁹ ⌐ 22 2010 ⁸ ⌐

╟╢ ⌂√─ ⅜ ╕╡⁸ ≢ ⌐ ⅜ ⇔√⁹ 

ợ ─ ─ ⌐ ⅝⌂ ⅜№╡⁸ ─ ╙ ™

30.2 ≤ ╙ ™ 19.0 ≢│ 10 ─ ⅜№╢⁹ 

ợ ⌐│ ╟╡╙ ⅜ ⇔≡™╢⁹ 

ợ │ 20 ⅛╠ 30 ╕≢─ ⅜≤╙⌐ ↄ⁸∕─ ≥╙≢№╢

⅛╠ ╕≢─ ╙ ™⁹╕√⁸ ה ≤╙ ⅜ ™⁹ 

ợ │ ה ≤ ═ ™⅜⁸ ─ │ ≤ ═ ™⁹ 

ợ ⁸ ⅜ ⇔⁸ ה ≤ ═ ™⁹ 

【産業・労働に関して】 

ợ ה ⅜ ה ⌐ ═≡ ↄ⁸ ⌐ ≢

≢─ ⅜ ™⁹ 

ợ ─ ⅜ ╪≢™╢⁹ 

ợ ─ Ⱪכ◌ ⅜ ⌐ ═≡ ⇔ↄ⁸30 ─ ─ ⅜

⌐╖╠╣╢⁹ 

 

②アンケート調査結果からみえる主な特徴 

【子ども・子育てに関して】 

ợ ⅜ ≥╙╩ ∟√™≤ ∫≡™╢⁹ 

ợ ─ ≥╙─ ╩ ∆╢√╘─ ≤⇔≡│⁸ ≡╛ ┼─

⅜№╢↓≤⅜╦⅛∫√⁹ 

ợ ╛ ≡⌐ ⇔⁸ ─╒⅛ ה ⅜№╡⁸ ⌐⅔↑

╢ ≡ ─☻ⱦכ◘ ╛ ≢─ ≤ ≡─ ⌂≥⅜ ≢№╢⁹ 

【まちづくりについて】 

ợ ╙ ╖ ↑√™ ╩ ≈ ⅜ ≢ ⅜ ™⁹ ╖ ↑√™

│₈ ╛ ⅜№╢⅛╠₉ ┘₈ ╖⌂╣√ ∞⅛╠₉⅜ ™⁹ 

ợ ─╕∟≠ↄ╡─ ≤⇔≡⁸ ≤╙₈ ─╕∟₉┼─

⅜ ™⁹ 
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（２）目指すべき将来の方向性 

│⁸ ⌐ ⇔⁸ ╕≢ ⁸ ╩ ⇔≡ 30 ⁸

╕≢╙ ⌐ 30 ≢▪◒☿☻≢⅝╢ ╩ ⇔≡™╕∆⁹╕√⁸

⌐ ╩ ⌐ ↄ ─ ▬fi♃כ♅▼fi☺⅜№╡⁸ ─

⁸ ⌐≈⌂⅜╢ ≤ ─ ╩

┬ ─ ⌂≥⁸ ≤─▪◒☿☻⌐╙ ╕╣≡™╕∆⁹ 

↕╠⌐⁸ ╩ ⌐∕─ ⌐ ⅜ ⅜╡⁸ ─ ╩ ≠↑╢ ─ ⅜

↕╣⁸ ≤ ⅜ ⇔√╖≥╡ ⅛≢ ⌂ ╩ ∆╢╕∟≢∆⁹↓

℮⇔√ ≤╖≥╡ ⅛⌂ ≤™∫√ │⁸▪fi◔כ♩ ⅛╠╙

⌐ ↕╣≡⅔╡⁸ ™ ⁸ ⌐╙ ↕╣≡™╢≤ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

⁸ │⁸ ⌂√─ ╩ ⌐ ⅛╠ ™ ≡ ⅜ ↄ ∆╢ ⌐№

╡⁸↓╣╩ ╙ ↕∑╢≤ ⌐⁸ ⌐ ╖ ↑╠╣╢╟℮ ╩ ╢↓≤

⌐╟╡⁸ ┼─ ⅜ ⌐⌂╡╕∆⁹ 

⁸ ─ ╩ ⅎ√ ≢╙⁸ ≤ ⌂ ╩ ⇔⁸ ⇔

≡ ≥╙╩ ╖ ≡╢↓≤─≢⅝╢₈ ╖╟™╕∟₉≤⇔≡─ ╩ ┌⇔≡™ↄ↓≤

⅜ ≤⇔≡ ≢№╡⁸↓╣╠╩ ∆╢√╘ ─ ⅛╠ ⌂

⌐ ╡ ╪≢™⅝╕∆⁹ 

 

 

 

 

社会増の維持・確保に向けて～ 安 定 し た 雇 用 の 創 出 ・ 町 へ の 新 し い 人 の 流 れ を つ く る ～ 

ợ ≤ √⌂ ⌐╟╡⁸ ⅜ ↄ ⇔√ ─ ─ ╩ ╡╕∆⁹

ợ ┌╣╢ ≤⇔≡─ ╩ ╡⁸ ⌐≈⌂⅜╢ ≠ↄ╡≤ ⌂  

 ╩ ⇔╕∆⁹ 

自然増の維持に向けて ～ 若 い 世 代 の 結 婚 ・ 妊 娠 ・ 出 産 ・ 子 育 て の 希 望 を か な え る ～ 

ợ ─⅝∫⅛↑≠ↄ╡╛ ה ה ≡⌐ ∆╢ ╛ ה

╩ ∆╢√╘⁸ ╣ ─⌂™ ─ ╩ ╡⁸ ™ ─ ╛ ה ה

≡─ ⅜⅛⌂℮╕∟≠ↄ╡╩ ╘╕∆⁹ 

社会減の抑制に向けて ～時代にあった地域づくり、安全・安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する ～ 

ợ ─ ╛ ≤™∫√ ─ ⌐ ⇔⁸ ◖Ⱶꜙ♬♥▫─ ╛

≤─ ⌐╟╡⁸ ╙⅜™≈╕≢╙ ⌐⁸ ≢ ⇔≡ ╠∑╢╕∟

≠ↄ╡╩ ╘╕∆⁹ 
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（３）人口の将来展望 

─ ─ ╩ ╕ⅎ⁸ ─ ꞉כ◦◒כ♩⌐╟╡

ה ─ ⌐ ⇔≡ ╩ ∆╢≤⁸ 42 2030 ⌐ 27,000

⌐⁸ 72 2060 ⌐│ 24,000 ⌐ ∆╢↓≤⅜ ╕╣╕∆⁹⇔⅛⇔⁸

─ ≤⇔≡⁸ ╣ ─⌂™ ⇔√ ≡ ⁸ ─ ≤ ─ ─ ⁸

╖≥╡ ⅛⌂ ─ ⌂≥⁸ ∆═⅝ ─ ⌐ ∫√ ╩ ⇔⁸ ┌╣

╢ ≤⇔≡ ⌐╟╢ ≤ ─ ─ ╩ ╢↓≤≢⁸ ◦Ⱶꜙ

─≢fiᵑꜛ◦כ꜠ ╩ ⌐ 42 2030 ⌐⅔™≡ 30,000 ─ ╩

∆↓≤≤⇔╕∆⁹╕√⁸∕─ ─ ⌐⅔™≡╙⁸ ─

2.0 ─ ╩ ╡⁸ ⌂ ─Ᵽꜝfi☻⅜ ╣╢╟℮ ╩

⇔⁸ 72 2060 ⌐⅔™≡ 28,000 ─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

˲֥ ᾓ ᾽  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【将来展望の設定条件】 

2030年までは社会増（2015年の増加率を基準に 2020年までは 20％、2025年までは 10％、

2030年までは５％）が続き、その後、移動率が均衡していく。合計特殊出生率は、現状相当の

水準（2.0）を維持していく。 

 

2030年で約３万人の確保 

社会増と合計特殊
出生率の維持によ
る定住人口の確保 

2060年で約２万８千人の確保 
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※構成比の合計は端数処理のため 100％とならない場合がある 
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 ֻ  

 

１．策定の目的 

 

≥↔⇔ה≥└ה∟╕ ≤™℮⁹ │⁸╕∟ └≤

⇔↔≤ ⌐ ≠⅝⁸ ⱦ☺ꜛfi╩ ╕ⅎ⁸ ⇔ה≥└ה∟╕₈─

↔≤─ ⌐ ↑√ ╛ ─ ⁸ ⌂ ╩╕≤╘√╙─≢∆⁹  

≥↔⇔ה≥└ה∟╕₈╢↑⅔⌐ ₉─ ⌂ ⅎ ╛ ╩

⌐⁸ ─ ╙ ⇔⁸ ─ ⌂ ╩ ⇔≡ ⇔≡

™╕∆⁹ 

 

ᶮ ҍ ֻ Ḩ  

１．「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基本的な考え方 

■人口減少と地域経済縮小の克服 

・本格的な人口減少時代の到来、地方と東京圏の経済格差による人口の一極集中 

・地域経済の縮小により、人口の一極集中と地方人口減少に拍車がかかる。 

・地方における負のスパイラルの解消 

①東京一極集中を是正する。 

②若い世代の就労・結婚・子育ての希望を実現する。 

③地域の特性に即して地域課題を解決する。 

■まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立 

・地域経済の活性化、産業の高付加価値等による「しごとの創生」 

・地方就労の促進や移住定住促進等による「ひとの創生」 

・安心できる暮らしの確保や都市のコンパクト化、広域連携等による「まちの創生」 

２．「まち・ひと・しごと創生」政策５原則 

①自立性 

各施策、構造的な問題に対処し、地方公共団体等の自立につながるようにする。 

②将来性 

地方が自主的かつ主体的に、前向きに取り組むことを支援する施策に重点を置く。 

③地域性 

各地域の実態にあった施策を支援することとし、各地域は客観的データに基づき現状分

析や将来予測を行い、「地方版まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定するとともに、

同戦略に沿った施策を実施できる枠組みを整備する。 

④直接性 

限られた財源や時間の中で、最大限の成果を上げるため、施策を集中的に実施する。 

また、住民代表・産官学金労言等の連携を促すことにより、政策の効果をより高める工夫

を行う。 

⑤結果重視 

明確なＰＤＣＡメカニズムの下、短期・中期の具体的な数値目標を設定し、政策効果を

客観的な指標により検証し、必要な改善等を行う。 
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 ֻ ǲǫǋǭ 

２．計画期間 

 

─ │⁸ ⁸ ─ ≤ ⁸ 27 2015 ⅛╠ 31 2019

─ ≤⇔╕∆⁹ 

 

 

３．総合計画等との関連 

 

≢│ ≢№╢₈ ₉[ 23 2011

⅛╠ 32 2020 ]⌐ ≠⅝⁸₈╖≥╡≤ ∆╢ ╩₉™←№ה

⌐ →⁸ ╩ ⇔≡™╕∆⁹ 

⌐⅔™≡│⁸ ≢ ↑╠╣√ ─ ─℮∟⁸ ≤

─ ⌐ ∆╢ ה ╩ ⌐≤╡╕≤╘≡™╕∆⁹ 

╕√⁸ ≥↔⇔ה≥└ה∟╕₈─ ₉╛ ─ ─ ╛ ╩ ╕

ⅎ⁸ ─ ╩ ╡╕∆⁹ 

 

 

４．検証・改善 

 

│⁸ ╩ ╡ ↄ ─ ⌂≥⌐ ⌐ ⇔≡™ↄ√╘⁸

⌐ ╢ ╛ ⌂ ⌐ ╢ ─ ╩ ∆╢

ⱴⱠ☺ⱷfi♩ה◘▬◒ꜟ╩ ⇔⁸ ⌂ ╡ ╖╛ ⇔™ ─ ה ⇔╩

™╕∆⁹ 

 

※重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

Key Performance Indicator の略称。事業毎の進捗状況を検証するために設定する指標。 
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 ʿ ǵᾓ ᾽  

 ʿ ᾓ ᾽  

 

１．現状分析からみえる町の特徴 

 

─ ╛ ⱦ☺ꜛfiה ─√╘─▪fi◔כ♩ ⌐ ≠ↄ

⅛╠ ↕╣╢ ─ │ ─≤⅔╡≤⌂╡╕∆⁹ 

 

■人口動向等に関する主な特徴 

【人口動向に関して】 

ợ │ ≢ ⇔≡™╢⁹ 

ợ ⌐ 22 2010 ⁸ ⌐╟╢ ⌂√─ ⅜ ╕╡⁸

≢ ⌐ ⅜ ⇔√⁹ 

ợ ─ ─ ⌐ ⅝⌂ ⅜№╡⁸ ─ ╙ ™

30.2 ≤ ╙ ™ 19.0 ≢│ 10 ─ ⅜№╢⁹ 

ợ ⌐│ ╟╡╙ ⅜ ⇔≡™╢⁹ 

ợ │ 20 ⅛╠ 30 ╕≢─ ⅜ ↄ⁸∕─ ≥╙≢№╢ ⅛╠ ╕

≢─ ╙ ™⁹ 

ợ ה ≤╙⌐ ⅜ ™⁹ 

ợ │ ה ≤ ═ ™⅜⁸ ─ │ ≤ ═ ™⁹ 

ợ ⁸ ⅜ ⇔⁸ ה ≤ ═ ™ ≢№╢⁹ 

【産業・労働に関して】 

ợ ה ⅜ ה ⌐ ═≡ ↄ⁸ ⌐ ≢ ≢─

⅜ ™⁹ 

ợ ─ ⅜ ╪≢™╢⁹ 

ợ30 ─ ─ ⅜ ⌐╖╠╣╢⁹ 

 

■アンケート調査結果からみえる主な特徴 

【子ども・子育てに関して】 

ợ ⅜ ≥╙╩ ∟√™≤ ∫≡™╢⁹ 

ợ ─ ≥╙─ ╩ ∆╢√╘─ ≤⇔≡│⁸ ≡╛ ┼─

⅜№╢↓≤⅜╦⅛∫√⁹ 

ợ ╛ ≡⌐│⁸ ─╒⅛⁸ ⌐⅔↑╢ ≡ ╛☻ⱦכ◘ ≢

─ ≤ ≡─ ⌂≥ ⅜№╢⁹ 

【まちづくりについて】 

ợ ╙ ╖ ↑√™ ╩ ≈ ⅜ ≤ ⅜ ™⁹ ╖ ↑√™ │

₈ ╛ ⅜№╢⅛╠₉ ┘₈ ╖⌂╣√ ∞⅛╠₉⅜ ™⁹ 

ợ ─╕∟≠ↄ╡─ ≤⇔≡⁸ ≤╙₈ ─╕∟₉┼─ ⅜

™⁹ 
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 ʿ ǵᾓ ᾽  

２．目指すべき将来の方向性 

 

│⁸ ⌐ ⇔⁸ ╕≢ ⁸ ╩ ⇔≡ 30 ⁸

╕≢╙ ⌐ 30 ≢▪◒☿☻≢⅝╢ ╩ ⇔≡™╕∆⁹ 

╕√⁸ ⌐ ╩ ⌐ ↄ ─ ▬fi♃כ♅▼fi☺⅜№╡⁸

─ ⁸ ⌐≈⌂⅜╢ ≤ ─

╩ ┬ ─ ⌂≥⁸ ≤─▪◒☿☻⌐╙ ╕

╣≡™╕∆⁹ 

↕╠⌐⁸ ╩ ⌐∕─ ⌐ ⅜ ⅜╡⁸ ─ ╩ ≠↑╢ ─ ⅜

↕╣⁸∕╣╩ ╡ ╗ ⌐ ⅜ ⇔⁸ⱱ♃ꜟ─ ℮ ⅜ ╡⁸ ≤

⅜ ⇔√╖≥╡ ⅛⌂ ╩ ∆╢╕∟≢∆⁹ 

↓℮⇔√ ≤╖≥╡ ⅛⌂ ≤™∫√ │▪fi◔כ♩ ⅛╠╙

⌐ ↕╣≡⅔╡⁸ ™ ⁸ ⌐╙ ↕╣≡™╢≤ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

╩ ⅎ√ ≢╙⁸ ─╟™ №╢ ⌂ ╩ ⇔⁸

⇔≡ ≥╙╩ ╖ ≡╢↓≤─≢⅝╢₈ ╖╟™╕∟₉≤⇔≡─ ╩ ┌⇔≡™

ↄ↓≤⅜ ≤⇔≡ ≢№╢≤ ↕╣╕∆⁹ 

 

˲֥ᾍ ׄ 

 

社会増の維持・確保に向けて ～安定した雇用の創出・町への新しい人の流れをつくる～ 

ợ ≤ √⌂ ⌐╟╡⁸ ⅜ ↄ ⇔√ ─ ─ ╩ ╡╕∆⁹ 

ợ ┌╣╢ ≤⇔≡─ ╩ ╡⁸ ⌐≈⌂⅜╢ ≠ↄ╡≤ ⌂

╩ ⇔╕∆⁹ 

 

自然増の維持に向けて ～若い世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえる～ 

ợ ─⅝∫⅛↑≠ↄ╡╛ ה ה ≡⌐ ∆╢ ╛ ה

╩ ∆╢√╘⁸ ╣ ─⌂™ ─ ╩ ╡⁸ ™ ─ ╛ ה ה

≡─ ⅜⅛⌂℮╕∟≠ↄ╡╩ ╘╕∆⁹ 

 

社会減の抑制に向けて ～時代にあった地域づくり、安全・安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する～ 

ợ ─ ╛ ≤™∫√ ─ ⌐ ⇔⁸ ◖Ⱶꜙ♬♥▫─ ╛

≤─ ⌐╟╡⁸ ╙⅜™≈╕≢╙ ⌐⁸ ≢ ⇔≡ ╠∑╢╕∟≠

ↄ╡╩ ╘╕∆⁹ 
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 ʿ ǵᾓ ᾽  

３．人口の将来展望 

 

─ ─ ≤⇔≡⁸ ⱦ☺ꜛfi≢│ 42 2030 ⌐⅔™≡

⅔⅔╗⌡ 30,000 ─ ╩ ∆↓≤≤⇔╕∆⁹╕√⁸∕─ ─ ⌐⅔™≡

╙⁸ ─ 2.0 ─ ╩ ╡⁸ ⌂ ─Ᵽ

ꜝfi☻⅜ ╣╢ ╩ ⇔≡™╕∆⁹ 

─ ≢№╢ 31(2019) ⌐ ∆╢⁸ 32(2020) ─ ─

╖│ 29,130 ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

 

ʿ ˲֥ ˲֥ ᾓ ᾽  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：阿久比町人口ビジョン 
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 Ḩ ǯḨ ǲǫǋǭ 

 Ḩ Ḩ  

 

１．施策展開の基本的視点  

 

─ ⱦ☺ꜛfi≢│⁸ ∆═⅝ ─ ≤⇔≡⁸₈ ⌐╦√∫≡ₐ №╢

ₑ╩ ∆╢↓≤₉⅜ →╠╣≡™╕∆⁹↕╠⌐⁸ ⌐╟╢ ─

─ ≤⇔≡⁸₈ ╠─ ╩ ⇔√⁸ ⌂ ─ ╩ ∆₉⁸₈ ≤

─ ⌂≈⌂⅜╡⌐╟╡⁸ √⌂ ⅛╠ ╩ ╢₉⁸₈ ⅜ ∆╣┌⁸

⅜ ⇔≡ ╢₉⌂≥⅜ →╠╣≡™╕∆⁹ 

⌐⅔™≡│⁸ ─ ⌐╟╡ ≡ ╩ ⌐⇔√ ⌐╟╢

⅜ ╪≢™╕∆⁹ ╙⁸ ה ─ ⌐╟╢ ─ ה ⁸

─ ⌐╟╢ ⌐ ↑√ ⌂ ╩ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ⌐⅔↑╢

─ ⅜ ≢№╢≤ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

↓℮⇔√ ─≥↔⇔ה≥└ה∟╕₈─ ≤ ─ ₉╩ ∆√╘⁸

ⱦ☺ꜛfi╩ ╕ⅎ⁸ ⁸ ╩│∂╘ ה ≤ ⇔⁸ ⌐

⅔↑╢ ה ╩ ∆╢ ≢─ │ ─≤⅔╡≤⌂╡╕∆⁹ 

  

（１）時代を見据えたまちづくり 

│⁸ 42 2030 ↔╤╕≢│ ─ ⅜ ↕╣╢≤ ↕╣≡™╕

∆⅜⁸∕─ │ ╛⅛⌐ ⅜ ╖⁸ ╙ ⇔≡™ↄ ╖≢№╢√╘⁸

─ ⌂ ╩ ╕ⅎ≡⁸ ה ≢ ⌂ ╩ ⇔╕∆⁹  

╕√⁸ ╩ ∆╢ ₁⅜≤╙⌐ ⅎ ™⁸ ≢⁸ ⇔≡ ╖ ↑╠╣╢

╩ ⇔╕∆⁹  

 

（２）住み続けたいまちづくり 

│ ─ ⌐ ⇔ ╖ ↑√™⁸ ⌐ ╕╣√ ╖╟™ ─

≢ ≥╙╩ ╖ ≡√™⁸ ┼─ ▪◒☿☻⌐ ╣√ⱬ♇♩♃►fi≤⇔≡

⌐ ╡ ╖√™ ─ ⌐☼כ♬⌂₁ ⇔√ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

（３）若い世代の就労と結婚・妊娠・出産・子育てについての希望の実現  

™ ⅜ ≢ ⇔≡ ⅝⁸ ≥⅔╡ ה ה ה ≡╩∆╢↓≤⅜

≢⅝╢ ╩ ⇔╕∆⁹ 
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 Ḩ ǯḨ ǲǫǋǭ 

 

２．基本目標 

 

⁸ ⁸ ─ ≢─ ╩ ╕ⅎ⁸ ⌐⅔↑╢ ≈─

╩ ⇔╕∆⁹ 

 

Ḩ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʿ ˲  

基本目標２ 

ʫ̈ ỵ ếỪ ї ἧ ₁
 

基本目標３ 

̈ ֻ ᷂Ḣ ὄЋ ὄⱲ
ὃ ᷂Ḣ ᷂Ḣ  

基本目標４ 

ὄὑ ҍї  

基本目標１ 
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 Ḩ ǯḨ ǲǫǋǭ 

 

 

 

 

 

■現状と課題 

⌐⅔↑╢ ─ ╩ ≤ ∆╢≤⁸ ⁸ ─

⅜ ↄ ┼─ ⅜ ™↓≤⅜ ≤⇔≡ →╠╣╕∆⁹╕√⁸ ─

≢ ↕≡™╢ ⌐│ ⅜ ⇔≡™╕∆⁹⇔⅛⇔⁸ ╩ ╡

ↄ ⇔™ ⌐╟╡⁸ ™ ─ ⅜ ╗ ⌂≥ ⌂ ⅜ ⇔™ ╙

╖╠╣╕∆⁹ 

╕√⁸ ─ ─ ╛ ≥╙╩ ≈ ⅜ ⅝╛∆™ ≠ↄ╡─ ⅜

≢∆⁹ 

 

■施策目標 

─ ≤ ⁸ ─ ─ ⌐ ╘⁸ ╩ ⇔⁸

⇔√ ─ ╩ ╡╕∆⁹ 

 

■目標指標 

指  標 現状値( 平成 26年)  目標値( 平成 31年)  

町内企業の従業者数 10,657 人 12,000 人 

現状値：経済センサス基礎調査 

 

■施策の展開 

（１）企業立地の促進・産業の集積 

（２）阿久比町の強みを活かした産業構造の確立と職業として選ばれる農業の実現 

（３）だれもが働きやすい職場環境づくり 

 

 

ὄὑ ҍї  

基本目標１ 



 

51 
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 Ḩ ǯḨ ǲǫǋǭ 

 

 

 

 

 

■現状と課題 

│⁸ ╕╣√ ╩│∂╘⁸ⱱ♃ꜟ─ ℮ ⁸ ≤ ⅜

⇔√╖≥╡ ⅛⌂ ╩ ⌐⁸ ⌐╟╢ ⅜ ™≡™╕∆⁹ 

⇔⅛⇔⁸ ⁸ ┘ ╩ ≤⇔√▪fi◔כ♩ ─ ⌐╟

╢≤⁸ ─ │⁸ ⌐ 82 ⁸90 ⁸86 97 ⁸99 ⁸98 ⁸

│ 40 ⁸58 ⁸44 68 ⁸85 ⁸81 ≢№╡⁸ ⌂≥─

≤ ⇔≡╙ ™ ≤⌂∫≡⅔╡⁸ ⌂╢ ─ ⅜ ╕╣╕∆⁹ 

↓─ ╩ ⇔⁸ ─ ╩ ╢√╘⁸ ה ה ⌂≥─ ╩

⇔⌂⅜╠ ─ ╩ ⌐ ⌐ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

■施策目標 

≤≤╙⌐⁸ ╠⇔╛∆™╕∟≤⇔≡─ ╩ ⇔⁸ ⅛╠ ⅜

╣⁸ ╖⁸ ∆╢ √⌂ ─ ╣╩≈ↄ╡╕∆⁹ 

 

■目標指標 

指  標 現状値( 平成 27年)  目標値( 平成 31年)  

名古屋市及び三河地域から 

本町への訪問経験率 
48％ 60％ 

現状値：観光資源開発アンケート WEB調査（三河地域は刈谷市、西尾市、安城市） 

 

■施策の展開 

（１）移住・定住促進につながるシティプロモーション 知多半島で選ばれるまち No.1へ 

（２）阿久比町が持つ資源を活用した地域の魅力やブランド力の向上 

（３）中部国際空港や名古屋駅を利用する旅行者等の阿久比町への来訪促進 

 

ʿ ˲  

基本目標２ 
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 Ḩ ǯḨ ǲǫǋǭ 

 

 

 

 

 

 

■現状と課題 

│⁸ ≡ ─ ⌐ ╡ ╗╒⅛⁸ ≡─ ─ ⁸ ─ ⅝

╛∆™ ≠ↄ╡─ ⌐ ╡ ╪≢⅝╕⇔√⁹╕√⁸ ─ ╡ ╖⌂

≥ ─╟↕╙ ─└≤≈≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

─ ╩╖╢≤⁸ ⅜ ╩ ╢ ≢ ⇔≡⅔╡⁸ 25

2013 ─ │⁸ ⁸ ╩ ╢ 2.02 ≤⌂∫≡™╕∆⁹⇔⅛⇔⁸▪fi◔

♩כ ≢│ ∆╢ ≥╙─ ≤ ─ ≥╙─ ⌐ ⅝⌂ ⅜╖╠╣╢⌂≥⁸

≡─ ה ⁸꞉ה◒כꜝ▬ⱨהⱣꜝfi☻─ ⌂≥⅜⁸ ה ≡─

≤⌂∫≡™╢↓≤⅜℮⅛⅜ⅎ╕∆⁹ 

 

■施策目標 

≡⇔╛∆™ ╩ ⇔⁸ ™ ─ ה ה ה ≡─ ⅜⅛⌂℮

╕∟≠ↄ╡╩ ⇔⁸ ─ ≤⇔≡⁸₈ ≡∆╢⌂╠ ₉╩ ⇔≡™⅝╕∆⁹ 

 

■目標指標 

指  標 現状値( 平成 26年)  目標値( 平成 31年)  

本町の子育て支援環境満足度 64％ 75％ 

現状値：子育て支援に関するアンケート調査（未就学・小学生児童満足度５段階評価中３以上） 

 

■施策の展開 

（１）結婚の希望をかなえる支援 

（２）妊娠・出産から育児に至るまで切れ目のない一貫した支援 

（３）子どもや子育てを地域全体で見守り、支援する環境づくり 

 

 

 

 

ʫ̈ ỵ ếỪ ї ἧ
₁  

基本目標３ 
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 Ḩ ǯḨ ǲǫǋǭ 

 

 

 

 

 

 

■現状と課題 

│⁸ ⁸ ┼─▪◒☿☻─╟↕≤≤╙⌐⁸ ─

⅜ ∆╢ ⌐ ⇔≡™╕∆⁹↓℮⇔√ ╩ ⌐ ⅛⇔√╕∟≠

ↄ╡─√╘⌐╙ ≤─ ⅜ ⌐⌂∫≡™╕∆⁹╕√⁸ ─ ⅜ ╙

∆╢↓≤⅜ ↕╣╢ ⁸ ─ ™ ⁸ ⌂≥╩ ╢≤≤╙

⌐⁸ ─ ⌐ ╘╢ ⅜№╡╕∆⁹↕╠⌐│⁸ ה ─ ─ ╕╡⌐

∆╢ ─ ╩ ╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

■施策目標 

⁸ ⁸ ⌂≥⅜ ⇔≡⁸ ה ⌂ ≠ↄ╡⌐ ╡ ╖⁸ ╙⅜⁸

™≈╕≢╙ ⌐⁸ ⇔≡ ╠∑╢╕∟≠ↄ╡╩ ⇔╕∆⁹ 

 

■目標指標 

指  標 現状値( 平成 27年)  目標値( 平成 31年)  

住み続けたいと思う住民の率 79％ 85％ 

現状値：総合戦略策定のための基礎調査 

 

■施策の展開 

（１）地域コミュニティの活性化と安全で安心して暮らせる協働のまちの実現 

（２）高齢者がいつまでも住み慣れた地域で健康に暮らすことができる仕組みづくり 

（３）名古屋市並びに周辺市町村との広域連携によるまちづくり 

 

 

 

̈ ֻ ᷂Ḣ ὄЋ ὄⱲ
ὃ ᷂Ḣ ᷂Ḣ  

基本目標４ 
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 ǵ᾽  

 ᾽  

╩ ∆╢√╘─⁸ ⁸ ⌂ ╡ ╖⁸ ┘∕─

╩ ─≤⅔╡ ⇔╕∆⁹ 

 

１．基本目標１ 安定した雇用を創出する  

 

（１）企業立地の促進・産業の集積 

 

■基本的方向 

─ ╛ ╩ ⅛⇔⌂⅜╠⁸ ┼─ ─ ™ ─ ╩

│∂╘≤∆╢ ─ ⌐ ╡ ╖⁸ ╩ ⅎ╢ ─ ╩ ╘╕∆⁹ ╕

√⁸ ─ ≤ ─ ⌐ ╘╕∆⁹ 

 

■主な取り組み 

ủ ╩ ⅎ╢ ─ ╩ ╘⁸ ╩ ╢√╘⁸ ⌐╟╡

∆╢ ┼─ ─ ╩ ╡╕∆⁹ 

 

ủ ⱦ☺Ⱡ☻╩ ∆╢ ╛ ╩ ∆ ⌐ ⇔⁸ ⱦ☺Ⱡ☻◖כ♦

▫Ⱡכ♃כ╛☺▼♩꜡ ╩ ⇔√ ─ ╩ ╡╕∆⁹ 

 

■重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指  標 現状値( 平成 26年)  目標値( 平成 31年)  

町内事業所数 900事業所 950事業所 

現状値：経済センサス基礎調査 
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 ǵ᾽  

（２）阿久比町の強みを活かした産業構造の確立と職業として選ばれる農業の実現 

 

■基本的方向 

⁸ ┘⌐ ─ ╩ ⇔⁸ √∫№⌐☼כ♬─ ╩ ∆╢√

╘─ ╩ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ─ ⁸ ╩ ╡╕∆⁹↕

╠⌐⁸ ─ ╩ ⅎ╢ ─ ≤ ⌐ ╘╕∆⁹ 

 

■主な取り組み 

ủ ⌂ ™ ─ ה ╛ ─ ╣√ ╩ ≤∆╢ ≤≤╙

⌐⁸ Ⱪꜝfi♪ ─ ┘ ⌐╟╢ ─№╢ ≠ↄ╡╛

Ⱪꜝfi♪ ⁸№←™ ⌂≥ ─ ╩ ⇔√ ┼─ ⌐╟╢

─ ⌂≥⌐ ╡ ╖⁸ ⌐≤∫≡╙ №╢ ≤⇔≡ ┌╣╢ ─

╩ ╡╕∆⁹  

 

ủ ™ ─ ⌂ ─ ╩ ╢√╘⁸ ─ ⌐╟╢

─ ╩│∂╘⁸ ה ─ ╛ ⌐ ↑√ ─ ⁸

┼─ ╛ ─√╘─ ─ ⌂≥₈ ה ₉

⌐ ⇔√ ─ ╩ ╡╕∆⁹ 

 

■重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指  標 現状値( 平成 26年)  目標値( 平成 31年)  

認定農業者数 55人 70人 

現状値：産業観光課調べ 
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（３）だれもが働きやすい職場環境づくり 

 

■基本的方向 

╗ ≤≤╙⌐ ╘≡ ⌂ ≢№╢₈ ↄ ₉╩ ↕∑╢√╘⁸ ⁸

⌐≤∫≡╙ ⅝╛∆™ ≠ↄ╡─ ╩ ╡╕∆⁹╕√⁸ №╢ ⁸ ⅝╛

∆™ ─ ⌐ ╘╕∆⁹ 

 

■主な取り組み 

ủ ─ ╩ ╢√╘⁸ ⁸ ⁸ ⌂≥ ─Ⱡ♇♩꞉כ◒

⌐╟╢ ⌂ ╩ ╡╕∆⁹ 

 

ủ ⁸ ─ ╩ ∆╢√╘⁸ ╛Ɫ꜡כ꞉כ◒⌂≥ ≤ ─╙≤⁸

╛ ⁸ ┼─ ╩ ℮⌂≥ ╩ ™╕∆⁹ 

 

ủ ⅜ ⁸ ⌐ ⇔⁸ ∆╢ ≢ ≢⅝╢╟℮⌐⁸ ─√╘─

⁸ ☿Ⱶ♫כ⌂≥┼─ ⌂≥ ─ ┼─ ≤≤╙

⌐⁸ ≤ ≡─ ⅜≢⅝╢ ⅝╛∆™ ≠ↄ╡╩ ⇔╕∆⁹ 

 

■重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指  標 現状値( 平成 22 年)  目標値( 平成 31年)  

20代後半から 40代前半（25～44歳）

女性の労働力率 
70.9％ 75％（5％増） 

現状値：平成 22年（2010）国勢調査 
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２．基本目標２ 阿久比町への新しい人の流れをつくる 

 

（１）移住・定住促進につながるシティプロモーション 知多半島で選ばれるまちＮｏ．１へ 

 

■基本的方向 

─ ╩ ╡ ⇔⁸ ▬ⱷכ☺╩ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ⅜ ⌐ ∆╢

╡╩ ⇔⁸ ╖ ↑√™≤ ⅎ╢╕∟╩≈ↄ╡╕∆⁹╕√⁸ ⌐ ╩

∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ≢ ┌╣╢╕∟ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

■主な取り組み 

ủ ╩ ╡ ⇔⁸ ⅝ ╡▪fi◔⁸♩כ ─ ⁸▬fi♃כⱠ

♇♩▪fi◔⁸♩כ╕∟─ ▪▬♦▪♁fi ⱪכꜟ◓ ≢▪▬♦▪╩ ⇔ ™⁸

∕╣╩╕≤╘≡™ↄ ─▬ⱬfi♩⁹▪▬♦▪(Idea) ≤ⱴꜝ♁fi(Marathon)╩ ╦

∑√ ─ ⌐╟╢ ─ ≤ ⌐╟╢◦♥▫ⱪ꜡⸗כ◦ꜛfi╩ ⇔

╕∆⁹ 

 

ủ ⅝ ⁸ ▪Ɽ⁸≡™≈⌐♩כ◘꜡fi⁸ ⁸ ≥╙─ ┘ ⁸ ⌂ ⁸

◦▼▪Ɫ►☻≤⇔≡─ ⌂≥ ⅝ ─ ╩⁸ ╛ ≤

─╙≤⁸ ⌂ ⅛╠ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ⅝ ≤≤╙⌐ ─ ⌂ ⅝ ╛

⌐╟╢ ⅜⁸ ╛ ה ─ ╩ ∆╢ ─ ⌐⌂

╢╟℮⌐ ⇔⁸ ה ⌐≈⌂→╕∆⁹ 

 

ủ ─ ╩ ∆╢√╘─ ⌐ⱨ◊fi♩כⱴ☻╩☺כⱶⱭכⱱ╢№≢ꜟכ♠

∆╢ ⌐ ⇔⁸ ™ ⅛╠ ╕≢⅜ ⇔╛∆™ⱱכⱶⱭכ☺⌐ꜞ♬

╡╟⌐≥↓╢∆ꜟ▪כꜙ ╩ ╘⁸ ─ ה ⌐≈⌂→╕∆⁹ 

 

■重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指  標 現状値( 平成 26年)  目標値( 平成 31年)  

観光ブランドの商品化 ０件 １件 

ホームページ年間アクセス数 

（トップページ） 
340,000件 400,000件（２割増） 

現状値：政策協働課調べ 
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（２）阿久比町が持つ資源を活用した地域の魅力やブランド力の向上 

 

■基本的方向 

─ ₁⌂ ╩ ⇔⁸ ─ ↑ ╣╩ ⌐ ℮↓≤⌐╟╡⁸ꜞⱧכ

╩כ♃ ╖ ⇔⁸ ┼─ ╛ ╩ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ╛ ≤ ⇔⁸

╛ ╩ ┘ ╗⌂≥⁸ ─ ╩ ╢√╘⁸ ╩ ⅝

→╢ ⌐ ╡ ╖╕∆⁹ 

 

■主な取り組み 

ủ ☻ⱳכ♠ ╩ ⌂╕∟≠ↄ╡≤ ─ ⌐ ↑⁸☻ⱳכ♠▬ⱬfi♩

─ ╩│∂╘⁸☻ⱳכ♠ ─ ─√╘─ ⁸ ─ ≢─ ─

⁸ ☻ⱳכ♠ ה ≤─ ⌐╟╢☻ⱳכ♠≤ ⌐╟╢

⁸ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⌂≥⁸ ≠ↄ╡≤ ─ ╩ ╡╕

∆⁹ 

 

ủ ⁸ ≢─ ─ ⁸ⱨꜞכⱴכ◔♇♩─ ⌐╟╢

⌐⅞╦™⅜№╢╕∟≠ↄ╡─√╘─ ╩ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ─

⌂≥ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

ủ ⌐ ∆╢ ⱱכꜟ 28 ╩ ≤∆╢ ה

▬ⱬfi♩─ ⌂≥ ⅜ ™ ⌐ ╣╢ ─ ≤≤╙⌐⁸ ─ ⌂≥

⌂ ה ─ ╛ ╩ ∆╢ ─ ╩ ╡⁸ ─

╩ ⇔╕∆⁹ 

 

ủ ⌐ ⇔√ ─ ╩ ⇔⁸ ╢∆≥♩♇◕כ♃╩ ⇔

≤⇔≡ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⅝ │ ⅛╠─ ─ ↑ ╣╩ ╡╕

∆⁹ 

 

ủⱫ▬◔Ⱳ♃ꜟ╩Ⱪꜝfi♪ ∆╢√╘⁸ ה ⌐ⱱ♃ꜟ⅜ ⇔ ↑╠╣╢

≠ↄ╡╩ ╘╕∆⁹╕√⁸₈ⱱ♃ꜟ ┘⅛℮⁸ ⅛⌂ ─╕∟ ₉≤⇔≡

ↄ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

 

ủ ─ ⅛≈╖ ≤ ╩ ☻כ◖◓fi◐כ◊►╢∆≥ ┘ ─

≤ ╩ ─☻כ◖◓fi◐כ◊►╢∆≥ ╩ ╡╕∆⁹ 
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 ǵ᾽  

ủ ⅛╠ ≢⁸ ⅛⌂ ╩ ∆╢ ╩ ⅛⇔⁸ ╩ ≤⇔√

─ ⌐╟╡⁸√↑─↓ ╡⁸ ⅎה ╡⁸ ⌂≥─ ╩ ∂√

╩ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ─ꜞⱧכ♃כ╩ ╛⇔⁸ ┼─

╛ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

■重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指  標 現状値( 平成 26年)  目標値( 平成 31年)  

家族農園利用者数 ０人 80人 

ホタル観賞施設を訪れる人数 2,000 人 5,000 人（2.5 倍） 

現状値：建設環境課調べ 

（３）中部国際空港や名古屋駅を利用する旅行者等の阿久比町への来訪促進 

 

■基本的方向 

2020 ─ ○ꜞfiⱧ♇◒הⱤꜝꜞfiⱧ♇◒╛ 2027 ─ꜞ♬▪ ╙

ⅎ⁸ ╛ ╩ ╣╢ ⅜ ⌐ ⌐ ∟ ╣╢ ╩

⇔╕∆⁹╕√⁸ ╛ ╩ ⇔≡ ╩ ╣╢ ⅜

╩ ∆╢∞↑≢⌂ↄ⁸ ≢⅝╢ ─ ⌐ ╡ ╖╕∆⁹ 

 

■主な取り組み 

ủ ─ ─ ≤⇔≡⁸ ≢ ⌐▬fi♃כⱠ♇♩╩ ≢⅝╢

╩ ⇔⁸ ⁸ ─ ╩ ╡╕∆⁹ 

 

ủ ↕╣≡™╢ ₈ Ɽכ◐fi◓◄ꜞ▪ ╡ ₉╩ ─

┘ ה ─ ≤⇔≡ ≢⅝╢ ╩ ⇔╕∆⁹╕√⁸Ɽכ◐

fi◓◄ꜞ▪⅛╠ ╘╢ ─ ⅜ ⌂ ☻ⱳ♇♩⌐⌂╢ ╩ ⇔╕

∆⁹ 

 

ủ ╛ ≢─ ╩ ∆╢√╘─▬ⱬfi♩⁸ⱪ꜡⸗כ◦ꜛ

fi ⁸ ─ ⌂≥╩ ™╕∆⁹ 

 

■重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指  標 現状値( 平成 26年)  目標値( 平成 31年)  

Ｗｉ－Ｆｉ環境を整備した 

町の施設数 
０件 ５件 
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３．基本目標３ 若い世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえる 

 

（１）結婚の希望をかなえる支援 

 

■基本的方向 

╩ ∆╢ ⅜ ∆╢√╘─ ╩ ⇔⁸ ≢ ⇔≡ ≥╙╩ ╖

≡╢↓≤⅜≢⅝╢ ╩≈ↄ╡╕∆⁹ 

 

■主な取り組み 

ủ ⁸ ⌂≥ ─ ≤ ⅜ ⇔⁸ ▬ⱬfi♩⌂≥ ╩

∆╢ ┼─ ™─ ╩≈ↄ╢ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

■重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指  標 現状値( 平成 26年)  目標値( 平成 31年)  

婚活イベントによる結婚成立数 ０組 10組 

 

 

（２）妊娠・出産から育児に至るまで切れ目のない一貫した支援 

 

■基本的方向 

⁸ ⅛╠ ≡╩⇔≡™ↄ ⅜⁸ ⌐⌂╠∏ ⇔≡ ≡⅜≢⅝╢╟

℮⌂╕∟≠ↄ╡╩ ╘╕∆⁹ 

 

■主な取り組み 

ủ ╛ ⌐╟╡ ⇔⁸ ╛ ⅛╠─ ╙⌂™ ≢ ≡╩

⇔≡™ↄ ⅜ ⌐⌂╠∏ ⇔≡ ≡⅜≢⅝╢╟℮⁸ ╩│∂

╘⁸ ⱫꜟⱤכ ⁸ ⌂≥╩ ∂≡ ⅛╠

⇔√ ╛ ╩ ™╕∆⁹╕√⁸ ≥╙ ⌐ ⇔≡⁸ ⌐ ╦╢

─ ─ ⌂╢☻◐ꜟ▪♇ⱪ╩ ╡╕∆⁹ 
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■重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指  標 現状値( 平成 26年)  目標値( 平成 31年)  

乳児家庭訪問率 95.7％ 100％( 全戸)  

現状値：健康介護課調べ（保健師訪問件数 287/300） 

（３）子どもや子育てを地域全体で見守り、支援する環境づくり 

 

■基本的方向 

≡ ─☻ⱦכ◘ ╩ ╢≤≤╙⌐⁸ ╛ ≢ ≡╩ ⅎ╢ ≠ↄ╡

╩ ╘╕∆⁹╕√⁸ ה ─ ⌐ ☼כ♬⁸╘√╢∆ ─ ╩ ╡

╕∆⁹ 

 

■主な取り組み 

ủ ≥╙ ─ ⁸ ⁸ ⁸ ─ ⌂≥⁸ ≡

┼─ ╩ ∆╢√╘─ ╩ ╡╕∆⁹ 

 

ủ ≡⌐ ∆╢ ה ─ ╩│∂╘⁸ ≡ ☿fi♃כ─ ⁸

─┼ꜟ◒כ◘≡ ⁸ ╛ ≥╙─ ─ ≠ↄ╡⁸ ─

⌂≥⁸ ≡╩ ≢ ╢ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

ủ ה ─ ╩ ⇔≡™ↄ≤ ⌐⁸ ─ ╩ ⇔⁸

⌐╟╢ ─┼☼כ♬≡ ╩ ╡╕∆⁹ 

 

ủ ⌂ ─☻ⱦכ◘ ⌐ ↑⁸ ה ⁸ ⅛╡ ⁸

≡ ─ ╩ ⇔≡™⅝╕∆⁹ 

 

ủ ─ ╩│∂╘⁸ ─ ⁸™∂╘ ─ ⌂≥ ≥╙

─ ╛ ╩ ⌐⇔⌂⅜╠⅝╘ ╛⅛⌂ ≤ ⌂ ╩

⇔╕∆⁹╕√⁸ ⌐ ∆╢√╘ ⌂≥ ⌂ ╩ ↕∑╕∆⁹ 

 

■重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指  標 現状値( 平成 26年)  目標値( 平成 31年)  

放課後児童健全育成事業 

実施箇所とクラス数 

４箇所 

( ５クラス)  

６箇所 

( ９クラス)  
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４．基本目標４ 時代に合った地域づくり、安全・安心なくらしを守るとと

もに、地域と地域を連携する 

 

（１）地域コミュニティの活性化と安全で安心して暮らせる協働のまちの実現 

 

■基本的方向 

─ ╛ ⌐№∫√◖Ⱶꜙ♬♥▫╩ ⅎ╢ ╖╩≈ↄ╡⁸ ≤ ≤⅜ ⅎ

℮ ≠ↄ╡╩ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ≤ ⇔⁸ ⇔≡ ╠∑╢ ≠ↄ╡╩ ╘

╕∆⁹ 

 

■主な取り組み 

ủ ─⌂™ ≢ ╖╟™╕∟╩≈ↄ╢√╘⌐⁸ ⁸ ⁸ ⅜ ⇔⁸ Ɽ

─ꜟכ꜡♩ ⌂≥ ⌐ ⇔√ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ◌ⱷꜝ─

⌂≥ ╩ ∆╢ ─ ╩ ╘╕∆⁹ ⌐ ≥╙⅜ ⌐ ⅝ ╕╣⌂™

╟℮ ≤ ⇔√ ╡ ─ ⌂≥ ה ⅜ ⇔≡ ≢⅝╢

╩ ⅎ╕∆⁹ 

 

ủ ≢─ ─ ⁸ ─ ⁸ ─כ♄כꜞ ⌂≥

╛ ─ ╩ ╢≤≤╙⌐⁸ ─ ה ─ ⁸

─ ⌂≥ ─ ╩ ╡╕∆⁹  

 

₃ ↔≤⌐◖Ⱶꜙ♬♥▫ ╛ ☻ⱳכ♠─ ≤⌂╡⁸ ⌐│

≤⇔≡─ ╩ ∆╢ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

 

■重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指  標 現状値( 平成 26年)  目標値( 平成 31年)  

防犯カメラ設置数 32基 80基 

現状値：防災交通課調べ 
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（２）高齢者がいつまでも住み慣れた地域で健康に暮らすことができる仕組みづくり 

 

■基本的方向 

⅜ ⌂ ╡ ╖ ╣√ ≢⁸ ≢ ⇔√ ╩ ╗↓≤⅜≢⅝╢

≠ↄ╡⌐ ╘╕∆⁹ 

 

■主な取り組み 

ủ ╛ ≤ ⇔≡ ™ ─ ╩ ╘╕∆⁹╕√⁸ ⅜

℮ ⌐╟╢ ™ ╩ ⇔╕∆⁹  

 

ủ ⌐⅔™≡ ⌐ ╡ ╗↓≤─≢⅝╢ ╩◓fi◐כ◊► ⇔⁸

╛ ─ ה ╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ─ ╩ ╡⁸ ─

⌐ ↑√ ╡ ╖╩ ⇔╕∆⁹  

 

ủ ─ ≢ ⁸ ⁸ ⅜⅔ ™⌐ ⅎ ℮√╘─Ⱡ♇♩꞉כ◒╩

⇔⁸ ≢ ∆╢ ─ ™ ╩ ∆╢₈≈⌂⅜╢╕∟№←™

₉╩ ⇔╕∆⁹ 

 

ủ ⅜ ∆╢ ⁸ ⌐ ↑√ ╡ ╖╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸

⌂≥ ⅜ ╖ ╣√ ≢ ╠∑╢ ≠ↄ╡⌐ ╡ ╖╕∆⁹╕√⁸ ⁸

⁸ ⁸ ╩☻ⱦכ◘─≤⌂ ╣ ⌂ↄ ∆╢₈ ◔▪◦

☻♥ⱶ₉╩ ⇔⁸ ∆╢ ⌐⅔™≡╙ ⇔≡ ╠∑╢╕∟╩≈

ↄ╡╕∆⁹ 

 

■重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指  標 現状値( 平成 26年)  目標値( 平成 31年)  

ボランティア名簿に登録された 

団体と人数 

32団体 

625人 

35団体 

700人 

現状値：社会福祉協議会調べ 
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（３）名古屋市並びに周辺市町村との広域連携によるまちづくり 

 

■基本的方向 

┘⌐ ┼─ ▪◒☿☻⌐ ╣√ⱬ♇♩♃►fi≤⇔≡─ ╩

⌐ ∆╢◦☻♥ⱶ╩ ⇔⁸ ┘∕─ ≤

≤ ≤─ ⌐╟╢ ♩ꜝ▬▪fi◓ꜟ ⌐╟╢ ╖╛∆ↄ ╘╢ ₈

₉╩ ⇔╕∆⁹ 

 

■主な取り組み 

ủ ┘⌐ ╩│∂╘ ≤ ╩ ⇔⁸

╩ ↑╢ ╩ ∆╢≤≤╙⌐ ⌐ ⅜≢⅝╢╟℮ ≢

⌐ ⅎ╕∆⁹ 

 

ủ ╛ ⌐ ה ∆╢ ⅜⁸ ≢ ⇔√ ⌐ ≢ ∆╢

─ ≤⇔≡⁸ ⁸ ⁸ ⌂≥╩

─ ≤⇔≡ ⇔⁸ ─ ה ╩ ←√╘⁸ ─

─╙≤⁸ ─ ⌐ ╩ ⇔⁸ ─ ╙ ⅎ╢

╩ ⇔╕∆⁹ 

 

ủ ┘ ⌐ ∆╢ ⌐ ⅜ ▪◒☿☻⌐ ╣√ⱬ♇♩♃►fi≢

№╢↓≤╩ ∆╢√╘⁸ ╛ ≤ ⇔√Ɽfiⱨ꜠♇♩⁸

ⱳ☻♃כ ╩ ⇔⁸ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

 

■重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指  標 現状値( 平成 26年)  目標値( 平成 31年)  

災害時応援協定数 
官公庁 10件 

民間 23件 

官公庁 12件 

民間 27件 

現状値：阿久比町地域防災計画 
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